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年代値は暦年補正（注 11 参照）後の炭素同位体年代を、100 年単位で図中　　　　　に示した。

図12　石打地点のトレンチスケッチ　（産業技術総合研究所，2006　に一部加筆）

約 9200-9100 年前

約 9300-9100 年前

約 4600-4500 年前
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図13　GPS観測結果から推定した中越地震のすべり分布

（国土地理院，2005に一部加筆）
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図14-1　六日町断層帯の活動の時空間分布（ケース１）
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年代（年前）

凡  例

イベント層準が
推定された期間

イベントがないと
推定された期間

(2007)

図14-2　六日町断層帯の活動の時空間分布（ケース２）
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表３ 六日町断層帯の将来の地震発生確率及び参考指標 
＜北部＞ 

項  目 数 値 備  考 

 

地震後経過率 
 

今後 30 年以内の発生確率 
今後 50 年以内の発生確率 
今後 100 年以内の発生確率 
今後 300 年以内の発生確率 

 
集積確率 

ケース１ 
－ 
 

0.4％－0.9％ 
0.7％－２％ 
１％－３％ 
４％－９％ 

 
－ 

ケース２ 
0.001－0.002 

 
ほぼ０％ 
ほぼ０％ 
ほぼ０％ 
ほぼ０％ 

 
ほぼ０％ 

発生確率及び集積確率は

地震調査研究推進本部地

震調査委員会（2001）参照。

指標（１）経過年数 
 

比 
指標（２） 
指標（３） 
指標（４） 
指標（５） 

 

ﾏｲﾅｽ 2 千 8 百－

ﾏｲﾅｽ 2 千 2 百年

0.002 
ほぼ０ 
ほぼ０％ 
ほぼ０ 
0.0003 

地震調査研究推進本部地

震調査委員会長期評価部

会（1999）参照。 

＜南部＞ 

項  目 数 値 備  考 

地震後経過率 
 
今後 30 年以内の発生確率 
今後 50 年以内の発生確率 
今後 100 年以内の発生確率 
今後 300 年以内の発生確率 

 
集積確率 

0.3－0.5 
 

ほぼ０％－0.01％ 
ほぼ０％－0.02％ 
ほぼ０％－0.05％ 
ほぼ０％－0.3％ 

 
ほぼ０％－0.08％ 

発生確率及び集積確率は

地震調査研究推進本部地

震調査委員会（2001）参照。

指標（１）経過年数 
比 

指標（２） 
指標（３） 
指標（４） 
指標（５） 

ﾏｲﾅｽ３千－ﾏｲﾅｽ１千４百年 
0.4－0.7 

ほぼ０－0.03 
ほぼ０％－0.08％ 
ほぼ０－0.003 
0.0001－0.0002 

地震調査研究推進本部地

震調査委員会長期評価部

会（1999）参照。 

評価時点はすべて 2009 年 1 月 1 日現在。「ほぼ０％」は 10-3%未満の確率値を、「ほぼ０」は 10-5未

満の数値を示す。 

指標(1)経過年数 ：当該活断層での大地震発生の危険率（１年間当たりに発生する回数）は、最新活

動（地震発生）時期からの時間の経過とともに大きくなる（BPT 分布モデルを適

用した場合の考え方）。一方、最新活動（地震発生）時期が把握されていない場合

40



には、大地震発生の危険率は、時間によらず一定と考えざるを得ない（ポアソン

過程を適用した場合の考え方）。 

この指標は、BPT 分布モデルを適用した場合の危険率が、ポアソン過程を適用し

た場合の危険率の値を超えた後の経過年数である。値がマイナスである場合は、

BPT 分布モデルを適用した場合の危険率がポアソン過程を適用した場合の危険率

に達していないことを示す。六日町断層帯南部の場合、ポアソン過程を適用した

場合の危険率は、７千２百分の１－６千２百分の１（0.0001－0.0002）であり、い

つの時点でも一定である。 

六日町断層帯南部では、BPT 分布モデルを適用した場合の危険率は評価時点で 22

万８千分の１以下であり、時間とともに増加する。この場合、22 万８千分の１で

あれば BPT 分布モデルを適用した場合の危険率がポアソン過程を適用した場合

の危険率に達するまでに今後約１千４百年要するが、ほぼ０であれば約３千年要

することになる。 

指標(1)比 ：最新活動（地震発生）時期から評価時点までの経過時間を A とし、BPT 分布モデ

ルを適用した場合の危険率がポアソン過程を適用した場合の危険率を超えるまで

の時間を B とした場合において、前者を後者で割った値（A/B）である。 

指標(2) ：BPT 分布モデルによるとした場合と、ポアソン過程とした場合の評価時点での危

険率の比。 

指標(3) ：評価時点での集積確率（前回の地震発生から評価時点までに地震が発生している

はずの確率）。 

指標(4) ：評価時点以後 30 年以内の地震発生確率の値を BPT 分布モデルでとりうる最大の

地震発生確率の値で割った値。 

指標(5) ：ポアソン過程を適用した場合の危険率（１年間あたりの地震発生回数）。 
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付表 

地震発生確率等の評価の信頼度に関する各ランクの分類条件の詳細は以下のとおりである。 

ランク 分類条件の詳細 

ａ 
発生確率を求める際に用いる平均活動間隔及び最新活動時期の信頼度がいずれも比較的高

く（◎または○）、これらにより求められた発生確率等の値は信頼性が高い。 
 

ｂ 
平均活動間隔及び最新活動時期のうち、いずれか一方の信頼度が低く（△）、これらにより

求められた発生確率等の値は信頼性が中程度。 
 

ｃ 
平均活動間隔及び最新活動時期の信頼度がいずれも低く（△）、これらにより求められた発

生確率等の値は信頼性がやや低い。 
 

ｄ 

平均活動間隔及び最新活動時期のいずれか一方または両方の信頼度が非常に低く（▲）、発

生確率等の値は信頼性が低い。このため、今後の新しい知見により値が大きく変わる可能性

が高い。または、データの不足により最新活動時期が十分特定できていないために、現在の

確率値を求めることができず、単に長期間の平均値を確率としている。 
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